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群馬県教育振興基本計画

取組１３ ふるさとを学び、

環境を考える『尾瀬学校』

取組２７ 環境教育の推進

『尾瀬学校』を生かした

環境教育の推進

成果

課題？

①実施校・参加人数の増加

②子どもたち意識調査結果

初年度：108校（約8200人）

今年度：136校（約10500人）

＊環境問題に興味をもった

＊尾瀬にまた行ってみたい

６０％

以上

『尾瀬学校』の目的は？

目的の達成状況は？

①環境教育との関連が図られている？

②自然保護の学習につながっている？

研究の背景は？

２年間の『尾瀬学校』の成果と課題

＊実施校の取組は？

＊学習上の課題の存在？

尾

瀬

『尾瀬学校』

とは…

群馬県ならではの環境教育の推進

『尾瀬学校』と環境教育を結び付ける

ことで、大きな成果が期待できます！

尾瀬のことだけを学習するのではないよ！

環境学習と関連付けることが必要だよ！

環境学習の場と考える

自然体験学習の場と考える

尾瀬での自然体験学習を

自然保護につなげていく

ことが大切だよ！

実施校の学習内容や教員の意識も知る必要があります！

実施校への

実態調査



調査結果は？

調 査 ①
これまで取り組んできた

環境教育

各学校の環境学習

現状

調 査 ②
『尾瀬学校』への

取組・学習内容

各教科・道徳との関連

当日の学習

事前学習

事後学習現状外部機関との

連携・活用状況
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⑧その他

⑦自治体や企業等との連携

⑥県の事業の活用

⑤社会教育施設と連携した活動

④空き缶、牛乳パックのリサイクル活動

③教科による発展的な学習

②地域クリーン作戦（ゴミ拾い等）

①地域の自然についての調べ学習

（学 校 数）

全体 中学校 小学校

0 10 20 30 40 50 60

⑥その他

⑤知識だけの環境教育になってしまっている

④日常生活の実践力へと結びついていない

③子どもたちの自主的な活動、取組ではない

②取組のマンネリ化

①学校全体として、統一した取組ではない

（学 校 数）

全体 中学校 小学校

成果 課題

分析・解釈

成果

課題
改善点

調 査 ③
協力校１，２年生への

意識調査

『尾瀬学校』

の環境学習

意識変化

行動化

調査①

結果・考察

これまで取り組んできた環境教育と

『尾瀬学校』の学習の計画的な結び付きを図る

課 題

●高まった意識が

実践力へと結び

付いていない。

●取組内容に行き

詰まりや改善の

必要性を感じて

いる。

各
学
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成
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は
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ま
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が
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々
な
課
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も

あ
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、
学
習
内
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と
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ま
す
！

つな

がり

成 果

○身近な環境を学習

に生かしている。

○様々な学習を通し

て、子どもたちの

環境への意識は高

まっている。

調
査
は
三
つ
の
内
容
に
つ
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て
行
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、
実
態
を
把
握
し
ま
し
た
！

学習内容

課 題



0 10 20 30 40

⑨特になし

⑧公衆道徳と自然保護との関連を図る

⑦環境教育との関連を図る

⑥具体的な指導計画の不足

⑤課題設定の難しさ

④指導内容の曖昧さ

③指導時間の少なさ

②尾瀬に関する教員の知識不足

①尾瀬に関する資料の不足

（学 校 数 ）

全体 中学校 小学校
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⑧特になし

⑦教員の意識の差

⑥環境教育に関する教員の知識不足

⑤具体的な指導計画の不足

④環境教育への結びつけの難しさ

③指導時間の少なさ

②尾瀬に関する教員の知識不足

①尾瀬に関する資料の不足

（学 校 数）

全体 中学校 小学校

調査②

結果・考察

尾瀬での自然体験学習から、環境保全にために何ができるか

を考え、行動に移すことができる「事前学習から事後学習」

までの一連の学習指導計画の充実を図る

調査③

結果・考察

0 20 40 60 80

④まったく生かしていない

③あまり生かしていない

②時々生かしている

①生かしている

（人 数）

「事前学習」の課題・充実

●充実は図られていない

●実際の指導内容が不十分

◎「事前学習」の充実が全体の学習

の充実につながるため、環境教育

との関連を図った課題設定を含

む指導計画の確立が必要

「事後学習」の課題・充実

●尾瀬での学習が生かしきれてい

ない。

◎「事前学習」での課題解決に向け、

実践力につながる手だてや身近

な環境への具体的な活動を組み

入れた指導計画の確立が必要

子どもたちの意識・行動

・環境についての知識は豊富

・環境保全のために行動しよ

うとする高い意識
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小学校

中学校

活用したい 効果があるのなら活用したい

効果が不明なので活用は考えていない 活用は考えていない

外部機関との連携・その活用

◎環境教育の推進につなげる

ために、社会教育施設や県

の事業の有効性や活用方法

の提示

子どもたちの身近な生活場面から活動が始められるような

環境教育の推進を図る

昨年度の学習を

今も生かしてい

るか？（２年生）

事前学習の課題

事後学習の課題

外
部
機
関
の
活
用
希
望 各実施校とも、『尾瀬学校』の意義は認めているものの、環境教育との

関連を図っていくことに難しさを感じていることが分かりました！

調査の

まとめ

結果をまとめると？ 実施校の課題や要望等は、次の５点にまとめるこ

とができます！ いずれも環境教育との関連が図

りにくいという共通の課題を含んでいました！



Itibu

図４【外部機関との連携】 図５【尾瀬ワークシート】

実施校の

５つの

要望

①環境教育に結び付く課題設定から課題解決までの学習指導計画（図１）

②環境教育の実践力へと結び付く学習活動例（図 2）

③環境教育の観点を取り入れたガイドとの連携方法（図 3）

④環境教育の推進につながる外部機関との連携方法（図 4）

⑤環境教育の観点を取り入れたワークシートの作成（図 5）

『尾瀬学校』は環境教育の柱となるべき学習であり、群馬県の環境教育の推進を担っ

ていく重要な取組です。今後、本研究の成果である「事前・事後学習」に視点を当

てた学習計画「尾瀬ＫＡＮ」が、各学校の『尾瀬学校』を生かした環境教育への具

体的な取組として活用されることで、『尾瀬学校』の更なる充実が

図られ、環境教育の推進へとつながっていくものと考えます。

問い合わせ先 群馬県総合教育センター

担当係：高校教育研究係 ０２７０－２６－９２１４（直通）

調査研究

の

まとめ

要望を踏まえ、今後の『尾瀬学校』を生かした環境教育の推進に

役立つ内容を取り入れた学習計画「尾瀬 KAN」を作成しました！

【KANには環境を感じ考え、様々な活動の環を広げていってほしいという願いを込めました】

学習計画

「尾瀬 KAN」

図３【ガイドとの連携】 図１【尾瀬学校学習指導計画Ａ】 図２【課題追究の活動例】

《一部抜粋》


